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建設資材需要、セメントや生コンなど３資材で増加へ 

国交省・８年度見通し～アスファルトは前年度比２．６％減と落ち込み～ 

 

国土交通省はこのほど、２０２６年度（令和８年度）における主要建設資材の需要見通しを

発表した。対象となる主要５資材（７品目）のうち、セメント、生コンクリート、普通鋼鋼材

の３資材で前年度実績を上回る見通しとなった。公共事業や各種建設投資の動向を背景に、主

要資材の需要回復傾向がうかがえる一方、アスファルトは減少が続く見込みだ。 

この見通しは、建築や土木などの建設投資額と工事費あたりの資材使用量（原単位）を掛け

合わせて推計したもので、資材の安定確保と円滑な工事実施を目的に毎年公表されている。 

品目別の需要見通しと前年度比の伸び率は、「セメント」３，１００万トン（前年度比１．

５％増）、「生コンクリート」６，１００万立方メートル（同１．２％増）、「普通鋼鋼材」１，

５７０万トン（同１．１％増）、内訳のうち「形鋼」は３４０万トン（同３．３％増）、「小形

棒鋼」は５６０万トン（同０．４％増）、「木材」７７５万立方メートル（同横ばい）、「アスフ

ァルト」７５万トン（同２．６％減）。 

前年度（令和７年度）の実績では、「セメント」（前年度比６．５％減）や「生コンクリート」

（同８．２％減）をはじめ多くの資材で前年を下回っていたが、令和８年度は一転して堅調な

落ちつきを見せる見通しとなった。一方で、道路舗装などに用いられるアスファルトは前年度

の８．３％減に続き、２．６％減と減少傾向が続く見込みとなっている。 

 

令和８年度主要建設資材需要見通し 
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